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公益財団法人東京都ひとり親家庭福祉協議会 

令和 7年度 事業報告 

 

ひとり親家庭や寡婦の生活は、近年の物価高騰もあり依然として家計や子育て

などで厳しい状況が続いている。 

こうした中、イベント事業については、前年度に引き続き目標としていた概ね

毎月の開催を実現し、内容や実施回数も充実してきている。 

また、東京都から受託している東京都ひとり親家庭支援センター事業について

も、前年度に引き続き丁寧できめ細かい相談対応に努めるとともに、就業支援や

専門相談の一層の強化に努めた。 

 

 

Ⅰ 自主事業 

 

１ 親子イベント 

① 親子で楽しむポニー乗馬体験  取手市小貝川ポニー牧場 

5月 10日 【申込：44家族 93人  参加：15家族 30名】 

 ※昨年度【申込：42家族 92人  参加：14家族 30名】 

 

② 絆キャンプ in白樺高原    立科 

    5月 31日-6月 1日（1泊 2日） 

【申込：72家族 154人  参加：12家族 28名】 

※昨年度【申込：73家族 164人  参加：13家族 29名】 

 

③ 蛍を観に行こう in 秋川渓谷  

    6月 21日-22日（1泊 2日）  

【申込：98家族 200人  参加：11家族 28名】 

※昨年度【申込：82家族 180人  参加：12家族 27名】 

 

④ 川をまるごと楽しもう in小貝川 

         7月 26日 【申込：67家族 142人  参加：13家族 30名】 

            ※昨年度【申込：70家族 154人  参加：14家族 30名】 

 

⑤ キッズタウンフェスでおしごと体験 

        8月 3日【出店者 申込：20家族 46名 うち 17家族 37名参加】 
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       【お客様 申込：ひとり親 42家族 99名 参加 35家族 83名】 

            他関係機関等の方 7名 

       ※昨年度 【出店者 申込：20家族 46名 全員参加】 

            【お客様 申込：ひとり親 38 家族 85 名 参加 29 家族

64名】  他関係機関等の方 11名 

⑥ 神宮外苑花火大会 

 ８月１６日 【申込 244 家族 515 人  参加 20 家族 42 人】 

 

⑦ 親子で楽しむポニー乗馬体験  取手市小貝川ポニー牧場 

10月 25日 【申込：42家族 91人  参加：13家族 30名】 

（うち 2 名当日キャンセル） 

 ※昨年度  【申込：59家族 119人  参加：13家族 28名】 

  

⑧ 七五三を祝う会 

        11月 1日  【申込：45家族 97名 参加 24家族 59名】 

        ※昨年度   【申込：53家族 114名 参加 28家族 63名】 

 

⑨ クリスマスお泊り会   

         12月 14日-15日（1泊 2日） 

【申込：38家族 89名 参加 13家族 29名】 

※昨年度【申込：46家族 99名 参加 14家族 30名】  

  

⑩ 雪に親しむネイチャーキャンプ㏌白樺高原 

1月 17日-19日（1泊 2日） 

【申込：102家族 234名 参加 12家族 30名】 

※初企画のため実績なし       

⑪ グループ対抗節分バトル 

 2月 1日【申込： 30家族 71名 参加 8家族 20名】 

     ※昨年度【申込：47家族 99名 参加 10家族 20名】 

          

２ ギフトカードプレゼント 

①母の日プレゼント企画 

申込： 278人    当選：30人 

 

②クリスマスプレゼント企画 

申込： 712人    当選：50人 
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３ 多様な働き方応援研修     

① ChatGPTで学ぶ生成 AIビジネス活用 

８月２６日 【申込 30名  参加 10名】 

 

② Instagramで収入を生む仕組みを学ぶ 

９月６日  【申込 96名  参加 60名】 

 

③ Instagram個別指導（収益化ノウハウ） 

【申込 5名 全員指導】   

   

④ PremiereProをつかった動画作成講座 

9月 27日  【申込 32名 参加 12名】 

 

⑤ 一日集中 wordpress入門講座 

10月 11日  【申込 19名 参加 10名】 

 

⑥ Canvaをつかいこなそう 

11月 15日  【申込 46名 参加 24名】 

 

⑦ PremiereProをつかった動画作成講座 

11月 29日  【申込 29名 参加 12名】 

 

⑧ 最新 note講座で丸わかり！文書作成から収益化まで 

3月 15日  【申込 111名 参加 80名】 

                

４ 資格取得応援プロジェクト（相談事業） 

  【申込 35名 合格者 17名】 

 

５ ＣＦ表を用いたライフキャリアプランニング（相談事業） 

  【申込 8名】 

 

 

Ⅱ 企業等からのご招待   ※ 当協議会募集管理実施分 

 

① 4月 13日 OZアカデミー女子プロレス プロレス観戦ご招待 

       申込 14家族 31名   参加 13家族 28名                    
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② 5月 6日 PUREJ 女子プロレス プロレス観戦ご招待 

       申込 7家族 18名   参加 5家族 11名 

 

③ 7月 6日 プロ野球巨人広島戦ご招待 

       申込 211名       参加 19名 

 

④ 7月 29日 OZアカデミー女子プロレス プロレス観戦ご招待 

       申込  22家族 53名   参加 17家族 41名 

                    

⑤ 7月 21日 プロ野球巨人阪神戦ご招待 

       申込 178名       参加 19 名 

 

⑥ 8月 11日  PUREJ 女子プロレス プロレス観戦ご招待 

       申込 15家族 35名   参加 8家族 17名 

 

⑦ 8月 17日 OZアカデミー女子プロレス プロレス観戦ご招待 

        申込 12家族 27名   参加 9家族 20名 

 

⑧ 10月 9日 第 38 回国際親善交流特別演奏会 ご招待 

       申込 17家族 37名   参加 14家族 36名 

 

⑨ 12月 7日 みんなで楽しむクリスマス ご招待 

        申込 79家族 180名   当選 12家族 30名 

                 ※当選連絡後確定 10 家族 26 名 

 

⑩ 12月 14日 横浜＆東京ロードスターサンタドライブ 2025ご招待 

       申込 37家族 79名   参加 23家族 50名 

 

⑪ 12月 14日 PUREJ 女子プロレス CLIMAX2025 観戦ご招待 

       申込 9家族 22名   参加 6家族 14名 

 

⑫ 1月 21日 ストリングスラポール 第 3回演奏会 ご招待 

       申込  5家族 13名   全員ご招待 

 

⑬ 3月 1日 妖怪影絵劇ゲゲゲの鬼太郎  ご招待 

       申込  24家族 56名   全員ご招待 
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⑭ 3月 27日 第 84 回記念定期演奏会 ご招待 

   申込  20 家族 43名   ※主催者都合で招待なし 

 

※ 上記以外に、ＨＰ、メルマガ等で募集の周知のみ協力した件数  67件 

 

 

Ⅲ 企業との連携支援（委託事業含む） 

 

① 就活用レディーススーツのレンタル 

  フランス系ファッションブランド会社から無償提供されたレディーススー 

ツを活用し、希望者に貸与した。  貸出 2名 

  令和２年３月からの累計 91名 

 

② ひとり親家庭のキャリアアップサポート受託 

公益財団法人りそな未来財団の事業を受託し、専門性を活かしてキャリアアップ

に向けた意識向上、自助努力、経済的自立の促進に向けたサポートを行った。 

  申請 33名・採択 4名 

 

③ 夢を応援基金奨学金（運営主体：全母子協、ローソン）の募集・選考事務 

都内の中学 3年生から高校 3年生に最長 4年間、月 3万円の奨学金を給付 

応募 144名、一次選考合格 36名 

二次選考合格 24名を選考委員会に推薦、最終合格者 22名 

 

④ 社会福祉法人共生会 SHOWA「女性たちのためのキャリア支援プロジェクト」  

業務委託として、申込希望者の事前面談（４名）および、研修・説明会での面談、

奨学生２名へのキャリア面談（１回）を実施。 

 

 

Ⅳ 連絡提携事業                    

 

地区のひとり親の会（地区会）との情報交換、地区会相互の交流などを行った。

また、一般財団法人全国母子寡婦福祉団体協議会（全母子協）及び加盟団体で 

ある都道府県、政令市の母子寡婦等福祉団体との連携を図った。 

 

①  地区会の会長会を開催し、当法人からの情報提供と意見交換を行った。 

会長会 2回開催（5月 17日、12月 3日） 
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（当法人に登録している地区会のある区市 15区市） 

千代田区、中央区、墨田区、品川区、大田区、中野区、杉並区、練馬区 

三鷹市、小平市、国立市、福生市、多摩市、西東京市、羽村市 

 

②  第 78回関東地区母子寡婦福祉研修大会 

   開催日：９月 28日（日） 

開 催：千葉県  会 場：千葉県教育会館 大ホール 

    東京都からの参加申込 22人 うち 1名欠席 

開会式、行政説明、研修討議、講演、大会決議、閉会式 

 

③   令和 7年度全国母子寡婦福祉研修大会 

開催日：11月 22日（土）～23日（日） 

       開 催：鳥取県 会 場：米子コンベンションセンター 多目的ホール 

       東京都からの参加申込４人  

開会式、行政説明、研修討議、講演、大会宣言決議、閉会式 

 

 

Ⅴ ひとり親家庭支援センターはあと多摩事業（東京都委託事業） 

 

東京都が厚生労働省の実施要綱に基づき行う「東京都母子家庭等就業・自立支援

センター事業」として、ひとり親家庭等に対する就業支援、各種相談事業を実施し

た。 

（１）就業支援事業 

ア 就業相談 

相談者が主体的に課題解決や求職活動ができるよう、就業相談員による電話、

メール、面接（来所、オンライン）による相談を行った。相談は年末年始を除い

て受け付けた。  

（ ）内は前年度数値    

来所相談 
113（166）人 

193（290）件 

電話相談 
371（489）人 

613（935）件 

メール等 
698（864）人 

1,001（1,467）件 
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オンライン相談 
57（57）人 

86（88）件 

 

イ 就業促進活動 

ひとり親家庭の母子・父子の就業を促進するため、次の事業に取り組んだ。 

〇〔求人事業所への助成金の周知〕 

求人事業所に対してひとり親の就業への協力を依頼し,該当者の採用時に

は特定就職困難者雇用開発助成金を受けることができることを周知した。 

〇〔定着支援〕 

個別事情に配慮して、就業後においても必要に応じ定着支援を随時行った。 

〇［起業相談］ 

起業による自立を支援する相談を実施した。     5（1）名 

〇［適職診断］ 

自己理解を促し、就業につなげるため行った。    14（8）名 

〇［小論文対策］ 

ひとり親の就職活動や看護学校等受験のための論文指導を行った。  

27（46）回、 11（14）名 

看護学校合格 5名 

〇［就業支援講習会］ 

就業に必要な知識技能としてパソコン操作の基礎、応用、ワード、エクセ

ル、パワーポイントの基本操作等についての 3日間（18時間）の講習会を

開催した。       4（4）回、 34（38）名 

 

  ウ キャリアアップ支援 

   〇ライフプランセミナー 

6（6）回開催、73（76）名参加 

 

エ 就職情報提供 

求人情報やキャリアアップのための職業訓練、行政機関の支援制度等の情報

を面談時、ホームページ、メールマガジン等で提供した。 

 

オ 求人、求職、就業実績数 

① 求人  206（284）件、383（813）人 

② 就業実績数  20（ 27）人 

③ 求職登録者数 110（119）人 
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（２）生活相談事業 

仕事や育児に追われ様々な問題を抱えながら、身近な相談相手を必要とするひ

とり親家庭の親などに対し、相談を実施した。 

 

       （ ）内は前年度数値     

来所相談 
155（242）人 

578（795）件 

電話相談 
1,259（1,102）人 

3,570（3,276）件 

メール等 
687（891）人 

1,783（2,044）件 

オンライン相談 
26（28）人 

73（60）件 

 

 

（３）離婚前後の法律相談 

子どもがいる母親または父親を対象に、弁護士による離婚前後の法律相談を行

った。「パル法律事務所」との委託契約により家事事件に精通した弁護士が当た

った。 

実施日数 80（63）日、実施時間 265（209）時間、 

相談人数 265（209）人＜うち 59（39）人は O/L＞、919（715）件 

  相談内容 

  離婚・親権・婚姻費用 309（225）件、 養育費の増額・減額 181（128）件 

財産分与 154（104）件 など 

 

（４）養育費相談事業 

①一般相談 238（200）人、625（636）件 

②専門相談 72(72)日、 163(168)人＜うち 32(38)人は O/L＞、469（534）件 

 

（５）面会交流支援事業 

離婚後（離婚成立前も含む）の親と子の面会交流を希望し、双方の合意がある

場合に、面会交流支援を実施した。専門機関である公益社団法人家庭問題情報セ

ンターに委託した。 

相談件数 315（199）件、計画調整の支援 257（126）家族、 

交流実施の支援 21（11）家族 
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 （６）ひとり親グループ相談会 

ひとり親同士の交流の機会を設け、安心して悩みを打ち明けたり、生活の知恵

や経験を共有できるグループ相談会を実施した。 

   実施回数 10（10）回 参加者 108（97）名  

 

（７）シングルパパの会 

孤立しがちなシングルパパ・プレシングルパパ達に、知り合いを作る場、交流

の場を提供するためにシングルパパの会を開催した。 

   実施回数 2回 参加者 ８名  

 

 

Ⅵ 機関運営その他 

 

１ 機関運営 

５月 26日（月） 第１回理事会 

６月 12日（木） 定時（第 1回）評議員会（オンライン会議） 

６月 12日（木） 第 2回理事会 

            任期満了に伴う会長、会長代行、常任理事の選定等 

9月 1日（月） 第３回理事会 

            常任理事の選任 

11月 14日（金） 第 4回理事会 

12月 8日（月） 第 2回評議員会（オンライン会議） 

3月 4日（水） 第 5回理事会 

3月 29日(日）  第 3回評議員会（オンライン会議） 

 

２ 令和８年度東京都予算への要望活動 

   ９月 3日 東京都に対して、以下の５項目の要望書を手交した。 

         要望先：福祉局子供・子育て支援部 六串育成支援課長 

要望者：西田会長、今安会長代行、石毛理事、海老原理事、 

松浦常任理事、小林前常任理事 

 

＊ 次ページ以降に要望書 
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  〔要望書〕令和 8年度東京都予算に対する要望事項 

 

一 ひとり親家庭に対する経済的支援について 

１ 児童扶養手当について、子が大学、専修学校等に進学する場合、定時制

高校に通う場合など、卒業時まで支給を継続するよう制度の拡充を国に

働きかけられたい。また、児童育成手当についても、同様に、卒業時ま

で支給を継続するよう拡充されたい。 

2 不登校の状態にある子どもが増加し、サポート校などの利用が広がって

いる。ひとり親家庭にとってはそれでなくても教育にかかる支出は重い

負担であり、「フリースクール等利用者支援事業（助成金）」の拡充な

ど、安心して教育を受けさせられるための充実を検討されたい。 

 

二 ひとり親家庭が安心して暮らせる住まいの確保と子育てに対する支援につい

て 

１ 東京都住宅供給公社の家賃割引「こどもすくすく割」の減免期間を延長さ

れたい。 

２ 母子施設入所のハードルを今より低くし、ひとり親家庭支援に有効活用す

ることを検討されたい。 

３ ひとり親家庭にとって子どものケガや病気や親の傷病は、日常生活を危う

くするリスクであり、就業継続を難しくしたり、ヤングケアラーにつなが

ったりと様々な影響を生じさせる。それに備える安心の仕組みが必要であ

り、(1)病児・病後児保育の実施個所の拡充を始め、(2)シッターやホーム

ヘルパーを利用する仕組みの地域格差縮小や、(3)夜間にも診療を受けや

すい態勢の確保など、整備に努められたい。 

 

三 ひとり親家庭の就労に対する支援について 

１ ITスキル、語学、医療、福祉などのニーズの高い資格取得・スキルアップ

に対する経済的支援を一層拡充されたい。 

２ 零細企業でもリモートワークが導入できるよう、「テレワークトータルサポ

ート助成金」による零細企業への支援を更に改善するなどの方策を検討さ

れたい。 

３ ひとり親対象の助成金（特定求職者雇用開発助成金）の対象枠を、現行 20

歳未満の子を扶養している親から、23歳未満の子を扶養している親に拡大

するよう国に働きかけられたい。 

４ ひとり親の雇用促進の普及啓発を強化し、自治体や民間事業所に対して、

ひとり親の雇用拡大及び正社員化に協力するよう周知されたい。また、ひ 
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四 ひとり親家庭の母子・父子の相談窓口の充実について 

１ 東京都ひとり親家庭支援センターや区市町村の相談窓口等で、ひとり親に

対する情報提供や相談援助が十分行われるよう、支援施策情報を整理し、

周知されたい。 

２ 失踪やＤＶ、係争中などによる事実上のひとり親状態についても、地域で

孤立させないよう相談支援・情報提供するとともに、生活実態を踏まえ、支

援の必要性に即して適切な支援を受けられるよう対応されたい。 

３ 身近な地域で、ファイナンシャルプランナーによる離婚後の生活設計や長期

的なライフキャリアプラン作成の支援を受ける機会が得られるよう相談窓口

を充実されたい。 

４ 地域において都や区市の支援施策を紹介、説明する等、ひとり親の一次的な

相談機能を果たしているひとり親の会（地区会）に対して、区市による一層

の活用、支援、助成を図るよう都として働きかけられたい。 

 

五 公共的施設等における自動販売機の設置拡大について 

１ 東京都及び東京都の政策連携団体等が管理する公共的施設内で、東京都ひと

り親家庭福祉協議会が許可を受け設置している飲料の自動販売機の設置台数

が維持、拡大されるよう努められたい。 

２ 区市町村及び関係団体に対して、それぞれが運営する公共的施設の自動販売

機の割振りの際には、地区のひとり親の会（地区会）が、１台でも多く設置

運営できるよう働きかけられたい。 

３ 都内の民間事業者に対して、それぞれが管理する事業所等に東京都ひとり親

家庭福祉協議会及び地区会による自動販売機の設置運営を認めるよう必要な

協力を求められたい。 

 


